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本紙は女性の視点で平和と平等を推進します

加
害
の
責
任
者
を
追
及

女
性
の
イ
、回圃・・

司回・・・

シ
ア
テ
ィ
ブ
、

高里さん大越、西野、内海、左から中原、シンポで問題提起する、

石川郁

注
目
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

(W
杯
)
が
六
月
十
日
開
幕
。

サ
ッ
カ
ー
は
今
や
世
界
で
最
も

人
気
の
あ
る
ス
ポ
l
y
だ
が
、

中
国
の
サ
ッ
カ
ー
熱
も
な
か
な

か
濯
ま
じ
い
。
"
園
球
u

の
卓

球
を
は
る
か
に
凌
ぐ
人
気
で
あ

る
。
テ
レ
ビ
で
も
園
内
リ
ー
グ

戦
は
も
と
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
リ
l
グ
、
南
米
ソ
l
グ
、

オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
な
ど
が
、
録

画
や
実
現
中
継
で
か
な
り
詳
し

く
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

H

足

球
人
サ
ッ
カ
ー
)
専
門
紙
は
最

も
売
れ
行
き
の
い
い
新
聞
の
一

つ
に
違
い
な
い
。

故
都
小
平
の
「
選
手
の
聾
成

は
子
ど
も
の
時
か
ら
始
め
る
べ

き
」
と
の
提
言
も
あ
っ
て
、
少

年
サ
ッ
カ
ー
も
普
及
し
つ
つ
あ

り
、
九
四
年
か
ら
は
プ
ロ
リ
ー

グ
制
も
導
入
さ
れ
、
商
業
化
へ

の
道
を
歩
み
出
し
た
。

中国=⑪，一ぷ説耳鳴主審

ッ
プ
第
二
位
に
止
ま
っ
て
い

て
、
毎
回
「
ア
ジ
ア
に
向
け

て
、
世
界
に
向
け
て
」
の
掛
け

声
と
と
も
に
送
り
出
さ
れ
て

は
、
そ
の
度
に
フ
ァ
ン
を
失
望

さ
せ
る
結
果
に
終
わ
る
。
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「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
が
、
八
日
、
議
員
立
法
と
し
て
衆

議
院
か
ら
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
か
ね

て
よ
り
民
法
改
正
の
た
め
に
連
覇
し
て

き
た
「
国
際
婦
人
年
連
絡
会
(
五
十
一

団
体
ど
で
は
、
同
じ
く
運
動
を
続
け
て

き
た
「
す
す
め
よ
う
!
民
法
改
正
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
の
市
民
団
体
に
呼
び

か
け
、
同
日
、
衆
議
院
第
二
議
員
会
館

で
、
共
同
記
者
会
見
を
聞
き
、
衆
参
両
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Z
F

る
(
勿
論
す
ぐ
挫
折
し
た
が
)
。
な
い
。
食
事
の
テ
ー
ブ
ル
を
聞
い
た
乙
と
の
あ
る
サ
ッ
カ
ー
嫌

ポ
l
y
は
国
威
発
揚
に
絶
好
の
川

中
国
の
フ
ァ
ン
や
関
係
者
に
め
ば
、
昨
日
の
試
合
の
論
評
に
い
の
友
は
「
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
存
在
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
川

と
っ
て
も
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
花
が
咲
く
と
い
っ
た
具
合
。
は
み
ん
な
愛
国
主
義
者
」
と
そ
る
と
急
に
皆
愛
国
主
義
者
に
な
川

場

は

長

年

の

夢

な

の

だ

。

今

回

っ

た

り

す

る

が

、
中
国
の
サ
ッ
川

も
フ
ラ
ン
ス
行
き
は
果
た
せ
な

カ

l
フ
ァ
ン
に
も
こ
の
傾
向
は
川

か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
皆
、
大

強

い

。

な

か

な

か

世

界

の

覇

者

川

い
な
る
関
心
砂

も

っ

て

成

り

行

と

な

れ

な

い

中

国

サ

ッ

カ

ー
に
川

き

を

見

守

っ

て

い

る

。

中

央

テ

「

も

っ

と

強

く

な

ら

な

け

れ

ば

川

レ
ピ
は
2
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
毎

な

ら

な

い

中

国

」

「

世

界

の

大

川

日
実
現
中
継
伊
オ
ン
エ
ア
、
街

国

」

の

姿

を

オ

ー

バ

ー

ラ

ッ

プ

川

さ
せ、

追
い
つ
き
追
い
越
せ
と
川

熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
よ
う
川

な

気

が

す

る

。

川

と
も
あ
れ
「
若
々
し
い
ロ
マ
川

ン
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
サ
ツ
川

カ
l
に
中
国
の
人
々
は
夢
中
で
川

あ
る
。
さ
て
、
中
国
が
ワ
l
ル

川

ド
カ
ッ
プ
初
出
場
の
栄
冠
を
勝
一
一

ち
取
る
の
は
い
つ
の
こ
と
だ
ろ
川

う
か
?
友
人
は
四
年
後
と
答
え
川

て
く
れ
た
。

川

都
フ
ァ
ン
は
愛
国
主
義
者

と
は
い
え
、
中
国
サ
ッ
カ
ー

の
基
盤
は
ま
だ
ま
だ
弱
く
、
フ

ァ
ン
の
期
待
を
裏
切
り
続
け
て

い
る
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
っ
た
国
際
大

会
に
お
け
る
最
高
成
績
は
、
A
「

の
と
こ
ろ
八
四
年
の
ア
ジ
ア
カ

「
ヘ
ボ
!
最
悪
!
」
。
可
愛
さ

余
っ
て
憎
さ
百
倍
の
こ
ん
な
罵

声
も
飛
ぶ
。
今
回
の
W
杯
最
終

予
選
リ
l
グ
で
中
国
が
負
け
た

と
き
、
悔
し
さ
の
余
り
「
二
度

と
サ
ッ
カ
ー
な
ん
か
見
な

い
!
」
与
書
し
た
ぷ
人
も
い

I'? 

の
新
聞
ス
タ
ン
ド
で
も
放
映
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
が
サ
ー
ビ
ス
で

配
ら
れ
、
フ
ァ
ン
は
連
日
ア
レ

ピ
に
か
じ
り
つ
い
て
観
戦
。
夜

中
の
中
継
も
多
い
か
ら
、
眠
そ

う
な
眼
を
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
さ
せ

な
が
ら
出
勤
す
る
人
も
少
な
く

「参院選の争点にしたい」と市民団体

院
議
員
か
ら
国
会
で
の
模
様
を
聞
き
、

ま
た
、
運
動
団
体
と
し
て
の
今
後
の
活

動
方
針
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
合
っ

た。
法
案
の
提
出
者
は
、
枝
野
幸
男
、
北

村
哲
男
、
池
坊
保
子
、
小
沢
辰
男
、
木

島
日
出
夫
、
藤
田
ス
ミ
、
中
川
智
子
、

保
坂
展
人
、
武
村
正
義
さ
ん
ら
九
人

で
、
こ
れ
に
百
十
七
名
の
議
員
が
賛
同

者
と
し
て
名
を
連
ね
た
。

人気の全国甲Aリーグ“国安"チ
ームの応援に熱狂するファンcr中
国画報」から)

一方
、
昨
今
の
サ
ッ
カ
ー
ブ

ー
ム
を
冷
め
た
眼
で
眺
め
て
い

る
人
々
も
い
る
。
イ
タ
リ
ア
に

っ
け
な
い
。
軽
薄
な
国
粋
主
義

や
愛
国
思
想
の
匂
い
を
感
じ
て

嫌
な
の
だ
と
い
う
。
確
か
に
ス

民法改正鵠員立法の国会提出を報告する北村哲
男さん(中央)と、立法に努力した女性醗員たち

6置霊童3・

~女性ニューズJは、読者とともにつくる新聞です

⑧闘争マル
-づす
j

、ら

ほ
ん
の
り

A

引
会
σ
の
い
み

城
下
町
の
面
影
を
今
も
残
す

う
す
く
ち
の
ふ
る
さ
と
、
播
州
龍
野
。

風
の
詩
を
子
守
歌
に

ゆ
っ
く
り
と
歳
月
に
磨
か
れ
た

うすくち醤油発祥の地:兵庫県龍野市

I:n;〆マル醤油株主里会事I

ヒ
ガ
シ
マ
ル
の
う
す
く
ち
は

や
さ
し
い
自
然
の
お
い
し
さ

l
l

春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
を

色
美
し
く
引
き
立
て
ま
す
。



(2 ) 

匝翠盟墨田
エコ・パ トナ シップ点京会議サプ分科会「環境とジェン虫・」の関

述仔事 (4月 30日号既報)としてリブロダクティブヘルス/ライツ(性
と生殖に関する健康/照利)の観点から環焼問題を考える講座、 「環境汚

染と女性j が 5月 23口、胤京ウィメンズプラザホールで聞かれた。

厳
罰
化
が
問
題
を

か
つ
て
き
た
」

環
焼
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
も
の

と
見
ら
れ
る
野
生
生
物
へ
の
影

響
に
関
す
る
報
告
が
各
所
か
ら

上
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
円

本
の
海
岸
で
は
イ
ボ
ニ
シ
ガ
イ

の
雄
性
化
、
英
国
の
判
川
で
は

ニ
ジ
マ
ス
の
雌
性
化
、
米
国
・

フ
ロ
リ
ダ
州
の
湖
の
縫
ワ
ニ
の

ペ
ニ
ス
の
わ
い
小
化
、
こ
れ
ら

の
個
体
数
減
少
。
そ
の
ほ
か
の

動
物
に
も
甲
状
腺
の
服
話
、
雌

雄
同
体
化
、
消
子
減
少
、
免
疫

機
随
低
下
な
Y
き
ま
さ
ま
主
症

状
が
見
ら
れ
る
。

無
数
に
あ
る
環
廃
汚
染
物
質

の
中
で
現
境
ホ
ル
モ
ン
作
附
の

疑
い
が
あ
る
物
白
は
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
、

P
C
B
4
f雫
頭
と
す

る
省
機
塩
素
系
化
合
物
、
農

薬
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
可
塑
剤
、

合
成
椛
剤
、
金
闘
な
ど
に
分
類

さ
れ
百
種
類
ほ
ど
あ
り
、
研
究

が
進
め
ば
ま
だ
ど
ん
ど
ん
相
え

る
だ
ろ
う
と
綿
貫
さ
ん
は
一
一
円

-フ。

トナーシップが課題行政とのパー

「
下
戸
忍
と
六
人
の
屑
場
所

づ
く
り
!
寧
揺
を
支
え
る
地
繊

の
教
育
力
を
考
え
る
l
」
雪
T

l
マ
に
し
た
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
五
月
二
1
九
日
、
セ
シ

オ
ン
杉
並
(
東
京
都
杉
並
区
)

で
聞
か
れ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
ヌ
エ
ァ
ク
(
国
立
婦

人
教
育
会
館

・
大
野
岨
館
長
)

が
、
火
性
や
家
庭
・
家
族
に
幅
四

家
庭
を
支
え
る

をり子どもと大人の居場所づく

手.

百出10旺民 主主"ク(随ílfK~人{~湾会館j 心!lÐシンホジワム

子どもuとおとなの居t暴斯フくり
同 窓療を支える調書爆の震育刀毛主管え@

国立婦人1鳴怠官~.卦l車部拠隠主主C1会

ヤ
リ
ン
グ
調
査
。
家
区
生
前
の

あ
り
β
が
間
わ
れ
、
子
Y
乙
の

明
か
な
人
間
併
を
育
む
た
め
、

家
庭
や
地
織
の
F
ど
も
育
て
五

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
調

合
で
は
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な

取
同
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い

F

つ。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
臼
分

各地の活置力事例が報告されたシンポジウム

た
ち
が
好
貴
v
な
こ
と
争
勝
手
に

や
円
灸
親
の
居
場
所
作
り
の
試

み
を
存
っ
て
い
る
「
す
ぎ
の
こ

お
や
じ
の
会
」
(
横
浜
市
戸
啄

区
)
、
相
反
す
る
背
鼠
な
が
ら

H

開
か
れ
た
宇
校
“
の
共
通
扇

が
明
ら
か
に
な
っ

F薪
設
校
の

打
瀬
小
学
校
(
千
葉
市
幕
強
)

と
伝
統
校
白
石
第
二
小
学
校

(
宮
減
収
ん
匂
也
市
)
、
地
域
の
教

育
力
の
活
性
化
の
た
め
、
従
来

か
ら
あ
る
組
織
P
T
A活
動
を

生
か
し
た
「
問
ん
ぽ
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
」
(
楠
島
県
川
伐
町
)
、
行

政
と
地
域
と
の
パ
ト
ナ
l
シ

ッ
ブ
で
、
%
胞
し
た
二
十
同
時

間
の
F
ど
も
の
電
話
相
議
「
せ

た
が
や
チ
ベ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
」

の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

「
す
ぎ
の
こ
1
1
}」
を
紹
介

し
た
天
野
E
F
(
お
茶
の
水
女

子
人
教
回
目
)
さ
ん
は
、
「
メ
ン

バ
ー
が
地
獄
の
気
軽
に
相
談
で

き
る
"
オ
ジ
サ
ン
“
に
な
り
、

今
は
梢
-
え
た
f
ど
も
と
大
人
の

巾
間
の
判
明
め
の
関
係
を
作
っ

た
。
税
の
居
刷
所
作
り
が
子
ど

も
の
居
場
所
作
り
に
な
勺
た
」

と
分
析
。
現
立
で
は
、
楽
し
み

迫
求
の
会
か
ら
、
老
後
の
安
一
内

地
作
り
、
中
活
圏
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
に
移
行
主
、
っ
と
し

て
い
る
が
、
モ
れ
に
は
七
政
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
作
り
が
課
題
と

も
。
「
仕
掛
け
人
に
な
る
人
が

動
く
と
、
地
域
の
教
育
刈
の
活

判
化
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
。
奉
加
占
か
ら
も
「
乙
ん
な
素

倣
な
学
校
が
あ
る
の
か
と
思
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
た

"
聞
か
れ
た
学
校
u

は、

n
建

(中央}

TOSHIBA 

地
球
規
慌
で
環
境
汚
換
が
広
に
現
わ
し
た
世
紀
で
も
あ
る
」
。
た
い
の
に
依
存

し

て

生

き

る

自

に

把

但

し

た

の

は

「腎
わ
れ
し

が

り

、

危

機

感

の

つ

の

る

中

で

し

か

し

、

「

核

の

被

宮

は

隠

さ

分

白

身

の

不

条

理

さ

が

や

り

き

未

来

」
の
若
者
で
あ
る
コ
ル
ボ

新
た
に
瑚
境
ホ
ル
モ
ン
の
問
題
な
け
れ
ば
写
真
な
ど
で
見
る
こ
れ
な
か
勺
た
。
あ
の
時
と
同

l
ン
だ
。
彼
女
は
五
大
淵
と
野

交
簿
上
し
て
き
た
。
今
や
無
と
が
で
き
る
が
、
今
問
題
に
な
じ
。
今
、
そ
の
や

2
Cれ
な

さ

生

生

物

の

関

係

を

研

究

を

す

る

関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
間
接
」
っ
て
い
る
調
演
ホ
ル
モ
ン
は
見
を
ご
う
解
決
し
て
い
く
の
か
が
中
で
、
ま
ぺ
彼
女
の
知
る
生

け
に
会
場
は
満
席
。
講
師
の
綿
え
な
い
の
が
特
徴
で
、
見
え
る
私
た
ち
に
突
き
つ

V
り

れ

て

い

態

影

響

や

動

物

観

察

年

ど

研

究

白
礼
子
(
環
境
問
題
研
究
家
)
被
害
と
比
え
な
い
被
害
に
遭
遇
る
」
と
、
環
境
問
染
物
質
に
対
し
て
い
る
人
た
ち
も
、
あ
る
極

さ
ん
、
周
回
れ
い
子
(
ジ
ャ
ー
す
る
と
い
う
大
変
な
時
代
に
生
ず
る
不
安
と
、
解
決
策
は
向
分
の
確
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
た
。
そ

ナ
リ
ス
ト
〕
さ
ん
の
ト
l
ク

の

き

て

い

る

」

と

。

た

ち

の

生

情

を

化

学

物

質

を

切

こ

に

「

汚

染

物

質

の

ホ

ル

モ

ン

後
の
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
も
便
利
さ
、
泣
か
さ
を
乗
め
た
っ
て
い
く
生
活
に
変
Y

え

る

勇

気

の

介

入

」

「

ホ

ル

モ

ン

作

用

に

異

放
さ
白
れ
な
い
ほ
ど
窃
什
ζ
れ
結
果
が
化
帝
物
質
に
取
り
凶
ま
に
あ
る
ζ
と
を
指
摘
し
た
。

変

宇

起

こ

す

」

の

考

え

を
入
れ

た

。

れ

る

供

活

を

招

き

、

そ

こ

を

出

環

境

ホ

ル

モ

ン

と

は

い

っ

た

る

と

、

多

く

の

問

題

が

す

っ

き

相
田
さ
ん
は
「
二
卜
世
紀
は
て
は
午
き
ら
れ
な
い
と
い
う
相
い
何
な
の
か
|
|
綿
碍
さ
ん
が
り
解
決
す
る
こ
と
に
コ
ル
ポ
l

k
性

が

い

ろ

い

ろ

な

権

利

を

獲

関

関

係

に

な

っ

て

い

る

。

「

そ

分

か

り

ゃ

す

く

説

明

。

ン

は

気

付

い

た

。

彼

女

は

、

と

得
し
、
自
立
が
少
し
遊
ん
だ
れ
は
ま
る
で
戦
争
時
代
と
同
じ
「
外
閃
惜
の
内
分
泌
悦
乱
物
れ
ま
で
原
因
と
結
果
の
関
係
は

が
、
反
面
核
の
時
代
に
入
り
、
だ
。
戦
争
は
い
や
と
い
い
な
か
質
(
エ
ン
ド
ク
リ
ン
・

デ

ィ

ス

一

対

一

で

成
り
立
つ
と
い
う
常

広
島

・
畏
崎
の
大
量
殺
献
な
ら
市
需
工
場
で
働
か
さ
れ
る
ま
ラ
プ
タ
1
H
E
D
)
の

こ

と

を

謙

を

縦

し

、

ホ

ル

モ

ン

作

用

に

ど
、
人
知
が
残
虐
性
を
徹
底
的
ま
働
い
た
。
そ
と
を
抜
け
出
し
指
す
も
の
で
、
あ
る
租
の
環
岡
崎
介
入
す
れ
ば
結
果
は
一
通
り
で

1
;滑
泊

二

]

一

一

]

吟

4
必

RA圏

雲

物

質

か

生

体

内

に

取

り

と

は

き

多

僚

に

な

る

と

と

を

、

平
川
…

:
;
T
4
h圃
f
ま

れ

る

と

、

ホ

ル

モ

ン

で

も

な

科

学

的

に

一市

L
Eだ
っ
宍

l
る

い?

開
‘
.
田
1
1圃
F

臨
カ

抗議

議

匝

即
位
刊
誌
む

m

b

許諾

c
u
v一

γY

・Mり、
作
用
ル
l
言

え

た

り

を

開

い

た

。

こ

れ

が

2ウ

』刑
法
由
主
事

由

¥

一

圃

掴

叫

即

し

て

、

自

然

の

ホ

ル

モ

ン

の

生

イ

ン

グ

ス

プ

レ

ッ

ド

会

議

」

午
4
V

叫

臨

画

且

軒

成

、

語

、

結

合

、

輸

送

、

作

で

、

乙

こ

で

翼

ホ

ル

モ

ン

に

U
伽

m

h
F
U
叫
M
制

た

同

な

ど

に

介

入

し

、

間

乱

す

対

す

る

主

張

や

科

学

的

制

置

が

ヨ
ω

良
一

・
1
・

E
・
・

は

え

る

。
そ
の
結
果
、
吋
J

葉
、
免
乙
の
環
境
汚
染
物
質
の
中
に

示
さ
れ
、
会
議
で
出
さ
れ
た
霊

回
全
一

1

2

時・・
T
葉
、
脳
神
経
な
ど
こ
さ
ま
ざ
ホ
ル
モ
ン
の
若
手
る
陸

一
百
は
位
界
中
に
大
差
反
響
を

F
'

E
a
w

Z

剛圃・・
4
2

カ

l

J
1
1
r
L一
j
F
E
r-一
a
m
ト

E

・・5
ま
な
影
轡
を
及
ぼ
す
こ
と
が
わ
の
も
の
が
争
き
と
草
-
体
的
誉
=
起
こ
し
た
o

l

i

-

-

;

;

 

ぃL
と
指
摘
す
る
。
た
池
田
紀
よ
さ
ん
は
、
「
非
行

小
学
校
で
巾
回
帰
国
三
位
一
一
行
動
は
、
胤
囲
に
あ
き
ら
め
ら

併
の
教
育
に
傍
わ
っ
て
き
た
お
れ
た

F
ど
も
が
、
自
分
自
身
を

凶

G
dん
は
、
ヨ
県
の
降
雪
な
あ
き
ら
め
、
社
会
の
矛
阿
や
能

ど
か
ら
孤
立
感
を
強
め
て
い
く
力
優
先
キ
義
に
泊
い
つ
め
ら
れ

子
ど
も
た
ち
に
顕
を
制
的
て
い
た
結
果
H

エ
ン
ス
ト
“
を
起
こ

た
介
達
引
件
が
起
き
、
教

ωと
し
た
状
腺
。
そ
の
川
町
底
に
あ
る

し
て
φ
年
宿
判
(
非
公
開
)
に
唱
さ
・
悲
し
さ
手
分
か
勺
て
あ

足
を
迎
ん
だ
。
「
家
裁
の
裁
判
げ
た
い
」
。
あ
げ
く
事
件
宇
起
こ

ロ
は
て
い
ね
い
に
尋
問
を
行
つ
し
た
下
ど
も
た
ち
を
、
厳
調
と

て
い
た
。
綴
々
な
問
い
か
け
に
い
う
「
権
力
」
で
排
除
し
て
い

正
直
に
答
え
る
チ
ど
も
の
表
情
い
の
F
rつ
う
か
。
「
厳
し
さ
は

は
和
や
か
で
、
初
め
て
白
分
の
必
要
だ
が
、
厳
し
さ
の
晶
末
ー
は

開
場
所
を
得
ら
れ
た
か
の
よ
う
ヂ
ど
も
を
支
え
る
大
人
が
苫
し

だ
っ
た
」
と
4
い
、
「
A
「
の
改
み
悩
む
と
と
。
そ
こ
か
ら
出
る

正
論
で
は
h

期
待
し
て
い
る
効
説
得
と
そ
が
キ
ツ
イ
-
言
と
な

果
H

よ
り
、
f
T
ど
も
た
ち
の
癒
っ
℃
子
ど
も
た
ち
に
到
達
す
る

さ
れ
な
い
気
持
ち
の
万
が
潜
の
だ
」
と
訴
え
た
。

行
、
監
大
し
て
い
く
の
で
は
な
会
場
事
加
向
か
ら
、
「
加
也

者
側
の
円
を
も
ち
過
ぎ
て
い

る
。
被
需
者
の
人
権
を

εう
与

え
る
の
か
」
と
い
う
主
旨
の
意

見
が
あ
が
っ

Fu。

寺
尾
さ
ん
は
「
加
由
者
に
つ

い
て
定
め
て
い
る
の
が
少
草
法

で
、
少
年
法
は
被
富
者
の
人
権

を
な
い
が
し
ろ
に
し
る
と
は
一
高

っ
て
い
な
い
。
加
害
者
が
謝
罪

す
る
の
は
『
然
の
こ
と
だ
か
ら

だ
。
が
、
ど
う
し
ろ
と
は
亘
っ

て
い
な
レ
。
顔
も
弘
た
く
な
い

と
い
う
被
吉
者
も
お
り
、
被
包

者
の
底
向
を
聞
く
公
正
で
一

μ頼

の
で
き
る
機
関
が
必
裂
と
思

う
」
と
論
っ
た
。

司
会
の
弁
讃
士

・
坪
井
節
下

さ
ん
は
、
付
添
人
制
反
宇
伝
充

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

賀
高
砲
を
保
障
す
る
と
同

時
に
、
剣
吉
原
償
請
求
で
被
害

者
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
婚

す
、
ま
子
点
情
報
開
示
も
前
進
す

る
と
言
う
。
ま
た
少
年
犯
罪
の

低
年
齢
化

・
凶
悪
化
を
マ
ス
コ

ミ
が
強
調
、
そ
れ
が
「
厳
罰

化
」
改
正
論
の
背
賢
に
も
な
っ

て
い
る
乙
と
か
ら
、
「
井
壌
士
会

と
し
て
、
少
年
法
の
裏
手
情

報
を
ち
っ
と
マ
ス
コ
ミ
に
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ζ土曜日〉

周
囲
の
大
人
が
悩
み
ぬ
く
こ
と
が
前
提

地
域
の
教
育
力
を
考
え
る

主によん し爆リ
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す
る
高
内
側
究
の
妓
新
の
成
出

を
発
表
す
る
も
の
で
、
今
年
で

一
同
日
〔
東
京
都
教
育
委
口
会

と
共
催
)
。
今
回
は
「
都
市
化
社

会
の
進
行
と
家
庭

・
地
域
の
教

育
機
能
に
関
す
る
調
費
研

Z

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
を

講
師
に
行
わ
れ
た
。
同
研
究

は
、
一
九
九
六
年
か
ら
二
年
計

画
で
行
わ
れ
た
活
動
車
例
の
ヒ

購座が終わった後も購買さん(左)、堀田さ九
にかけ寄って質問する壇参加者

2
・5
2
6
・3
7
5
5

川

盛
田
郡
部
は
、
都
や
企
業
、

0
7月
お
H
(土
)
は
時
ド
川
労
働
組
《
な
ど
が
顧
問
の
分

ン
セ
ン
タ
ー
「
男
女
半
等
山
野
で
男
女
平
等
を
推
進
す
る

の
国
際
基
準
」
七
依

W
W

川

た
め
の
方
法
に
つ
い
て
、
ア

N
、
大
阪
府
男
女
協
働
社
会
川
イ
デ
ア
や
提
案
、
健
一
百
宇
舞

プ
H
シ
リ
ン
グ
国
連
女
性
主
づ
く
円
前
回
ド
イ
Y
か

ら

川

集

L
tい
る
。
都
民
に
自
由

別
撤
焼
委
員
会
委
封
。
の
2
人
と
原
野
早
知

F
〈
弁
川
な
発
智
支
提
案
し
て
も
ら
っ

革
新
的
な
男
女
平
等
政
策
議
士
)
、
西
村
か
つ
み
(
住
友
川
た
も
の
宇
締
盟
国
に
反
映
さ
せ

を
展
開
し
て
い
る
欧
州
連
《
電
工
男
女
賃
金
産
別
裁
判
原
川
る
と
と
も
に
、
都
民
、
労
使

(
E
U
)
の
実
践
や
h

男
女
告
)
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
1
宮
川
に
向
け
て
普
及
啓
発
活
動
も

平
等
の
間
際
基
準
u

が
具
体
地
光
れ
A

(

弁
護
士
)
。
参
加
賀

川

行
っ
て
い
く
。

的
に
わ
か
る
は
ず
戸
、

1
0
0
0円
(
前
売
り
)
川
テ
l
マ
は
、
①
都
政
に
対

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

V

O

7

月
お
け
(
臼
)
は
時

ω分
川
す
る
提
案
②
企
業
、
労
働
組

。7月
初
日
(
丹
、
祝
日
)
旧
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
東
京

(
J
R

川
合
な
ど
に
対
す
る
提
案
③
部

時
福
岡
市
女
性
セ
ン
タ
ー
飯
田
循
駅
)
「
到
京
平
等
の

川

政
と
企
業
な
戸
双
方
に
対
す

・
ア
ミ
カ
ス

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
基
準
」
主
催
実
行
委

川
る
配
案
。
-Xた
だ
し
、
現
状
性
別
、
勤
務
地
ま
十
ほ
学
校

に
乍
ぷ
人
間
ら
し
い
働
き
員
会
w
w
N
T
o
k
y
o
、

川

に
対
す
る
持
品
や
不
満
、
国
所
在
地
の
区
市
町
村
名
(
有

方
」
主
催
ア
ミ
カ
ス
、
協
盆
え
よ
う
均
等
法
ネ
ッ
ト
ヲ
川
の
噂
管
理
務
で
あ
る
法
制
度
住
、
在
勤
の
場
合
)
を
明
記

力

W
W
N、
変
え
よ
う
陶

l
ク
ほ
か
)
ド
イ
ツ
の

2

川

に
関
す
る
も
の
は
珍
¥
。
し
、
郵
送
ま
た
は
F
A
Xで

等
法

問
福
岡
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
人
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
浅

川

提
案
を
4
0
0字
詰
め
原
送
付
す
る
。

一一一
F

目---
一一
一-----一一-
--
一-----
-一
一一-----
一一

-EE--一一一
-一-一一一
----一一一--
---
一一
一一-
-一一一一
-一一---
--一一
一---
--一一一

------m

女
性
と
労
働
幻
・楠
岡
ド
臼
む
つ
天
都
立
大
教
授
)
。

川

一

--m--
EE--一-
----
---一一

-EE--一一一
---
--一
--司令
-----
---
-色町
--
---一
一-----
一一一--
---一
一一---
--一
一一

----e一一一---一-一
一一

6
月
5
目、

P
K
O法
が

則

を

段

階

的

に

崩

し

て

い

こ

の

中

で

、

本

析

的

活

動

の

追

川

イ

Y
か
ら
の
2
人
の
パ

1
リ

参

加

鈴

i
1
0
0
0円
。

川

責

任

を

明

ら

か

に

さ

掌

也

た

留

慰

安

婦

」
を
支
慰
す
る
会

衆
議
院
で
わ
ず
か
3
円
、
参
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

を

開

く

も
の
で
あ
る
。

川

ス

ト

を

聞

ん

で

。コ

l
デ

ィ

問

い

合

わ

せ

W
W
N

川

J
V

め
に
岩
名
活
動
を
じ
て
い
ま

回

ω・
3
2
3
4
・
4
0

議
院
で
2
日
の
常
識
で
改
悪

3
、
法
楽
は
新
ガ
イ
ド
ラ

4
、

逆

に

市

民

の

側

か

ら

川

ネ

1
タ
l
林
弘
夫
福
岡
大

図
&
四
郎・

3
5
9
・
3
4

川

-

ノ

す。

9
0

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
「

p

h屯
温
曙
甲

V

「
紛
争
の
平
和
的
解
決
」
の

川

教
綬
)。参
加
白

1
0
0
0
3
4
、
w
w
N
T
o
k
y

川

-

要

請

項

目

切

エ

イ

ポ

ン

・
シ
ル
パ

一

K
O法
改
震
対
キ
ャ
ン
ベ

‘

瓦

胸

劃

W
患
を
提
案
す
る
必
要
が
あ

川

円
(
前
売
り
)
。
託
児
あ
り
ロ
申

o
図

品

o
t
-
-
川

-

①
雲
が
狂
喜
し
た
西
本

l
サ
ポ
ー
ト
臼
団
体
ニ

i
ン
」
の
古
川
民
約
印
刷
入
国
デ

h
・
間
以
闘
ヨ
圃
・
F

る。

川

し、

4
4
ア
ミ
カ
ス
四
0

9

3
・
5
8
2
1
(逆
井
)

川

'

為

市
に
よ
る
性
奴
識
の
被
害
を

l
I
l
l
i
-
-
-
L

モ
を
行
い
、
低
議
声
明
を
発

幽
園
周
航
伽
幽
哩
温
岨
園
田

先
分
な
帯
議
も
な
い
ま

山=一一一
--
---一
一一---一一一一一--一一
一一
一『守
一一一
--
---
一一一--
--
-一一
一--
--一
一一
一一
---一一一-
一司--
一一
一--
一一一
一一一一-
--
一一-一一
---
一一一-
----
-----一一
一----一
一一
----
-一一一
--
--
一一一一
--
山

J
，

認

定

す

る

こ

と

。

エ

イ

ボ

ン

・
プ
ロ
ダ
ク
ツ

l

'

 

表
し
た
む

幽
・
関
川
凶

E
E副
・
・

ま
、
数
の
力
で
な
さ
れ
た
油

川

の
学
習
の
揖
み
」
研
究

・
実

凶

1
げ
枚
か
4
0
0宇
詰
辰
と
。
正
確
生
デ
ー
タ
に
基
づ

川

②
日
本
市
の
性
奴
隷
と
し
株
式
会
社
が
毎
年
行
っ
て
い

l
正

常

の

き

a廊崎

行
成
立
に
管
、
「
誌
を

…

の

集

会

?
?
0
5
B品書
き

)

長

老

き

こ

と

01
フ
ィ
リ
ピ
ン
「
慰
安
柵
」

一

員

霊

長

人

に

対

白

介

護

に

あ

Z

上
官
会
H

と
す
る
こ
と
は
、

4凶
圃

可

は
じ
め
、
全
一
凶
各
地
で
草

川

動

募

育

目
的
は
、
ぷ
性
た
ち
が
切
?
躍
。
作
表
な
ど
は
、
史
の
中
で
の
位
世
づ
け
が
考

川

の
た
め
に
署
名

i
i
一

す
る
日
本
国
の
法
的
責
任
を
性
差
援
す
る
「
エ
イ
ボ
ン

f
の
武
力
行
使
に
あ
た

』

1

s
gくす
た
め
の
歩
川

活

ト

教

り
向
い
て
い
っ
た
学
習
活
動
資
制
と
じ
て
別
に
巻
末
に
;
さ
宅
い
る
こ
と
な
ど
を

T
I
t
i
l
-
-
明
確
に
認
め
、
被
害
者
個
人

・
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
サ
ボ
l

o

イ

ン

空

襲
に
関
係
し
み
が

Y人
々
と
つ
な
が

川

習

一

会

長
な
ど
を
、
こ
れ
か
ら
付
す
る
(
枚
数
に
は
合
め
な
華
に
し
、
芸
員
奈
川
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
い
わ
ゆ
る
に
対
す
る
習
を
日
本
政
府
ト
」
の
、

E
皇
室

2
、
法
案
の
内
容
は
、
臼
て
お
り
、

自
衛
隊
が
米
市
な
り
な
カ
ら

P
K
O訟
同
体

l

社

の
K
性
の
教
育

・
学
習
活
動
い
)
。
表
紙
に
、
タ
イ
ト
レ
、
皐
考
し
、

日
月
末
ま
で
に
決

川

「
従
悩
慰
安
嗣
」
の
被
官
者
に
命
ず
る
判
決
を
下
す
こ
は
、
全
凶
制
団
体
、
合
計
約

諸

君

す

る

E
o読
ど
の
歯
車
の
巾
で
、
あ
の
廃
止
薬
め
て
い
く
」
と

川

学

。ホ

子

に
生

E
2い
う
も
の
。
氏
名
、
住
所
、
警

1、
定
す
る
。

川

必

需

日

本

薦

右

手

に

と

。

1
4
2
0万
円
に
な
っ
た
。

で
、
停
戦
A
門
事
申

1998年 6月 20目

性と生殖に関する健康/権判の
視点から環境問題を考える講座

~ 

i

倉
移
民
い
日
唱

一
「
少
年
法
」
の
改
正
案
が
似
高
成

・
法
務
杓
と
円
民
党
か
ら

出
さ
れ
て
い
る
。
と
の
問
題
を
市
民
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
、

東
京
弁
護
士
会
・
同
チ
ど
も
の
人
権
と
少
年
法
に
関
す
る
特
別

委
員
会
は
、
六
月
六
U
、
東
京
・
弁
讃
士
会
館
ク
レ
オ
で
緊
忠

市
民
集
会
「
少
年
法
が
危
な
い
f
」
を
開
い
た
。

や
、
少
咋
法
の
対
象
年
齢
を
引

き
下
げ
、
周
期
対
象
に
す
る
と

い
う
の
は
、
「
f
ど
も
の
健
全
な

育
成
」
を
掲
げ
る
少
咋
法
の
埋

念
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
い
る
。

「
少
年
法
の
基
本
を
踏
ま
え

た
改
市
は
続
出
的
に
進
め
、
一

方
、
被
省
告
の
教
済
や
情
報
開

示
を
求

φ
也
商
は
き
ち
っ
と
受

け
止
め
、
対
処
し
て
い
か
な
け

ハ
は
な
わ
な
い
」
と
介
護
L
L
会

の
見
解
が
説
明
さ
れ
た
後
、
中

学
校
教
員
や
正
教
必
院
職
口
、

家
裁
の
調
査
官
ら
、
日
頃
子
ど

.:2. 一一-，主主

緊
急
市
民
集
会
聞
く

3c 

山γ
作
法
改
正
案
の
ポ
イ
ン
ト

は
両
舌
と
も
お
お
む
ね
共
通

で
、
心
一
定
の
事
件
に
は
少
年

審
判
に
検
察
官
を
出
席
さ
せ
、

検
察
官
に
抗
告
権
(
不
服
巾
立

権
)
も
認
め
る
。
②
南
丘
4

十

八
U
聞
と
し
さ
れ
て
い
る
宙
誕
指

四
期
間
(
少
町
鑑
別
所
収
容
期

間
)
を
延
長
す
る
。

9
裁
判
官

合
議
制
を
取
り
入
れ
る
、
と
い

つ
も
の
。
少
革
審
判
で
の
恒
夫

認
定
手
続
き
が
強
化
さ
れ
る
方

向
だ
。
門
民
党
案
で
は
、
適
周

年
齢
の
引
さ
下
げ
も
検
討
諜
題

と
さ
れ
、
「
厳
割
化
」
の
β
向

で
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
東
京
弁
護
仁
会

は
、
合
議
制
の
採
用
に
は
、
F
ど

も
が
門

mに
主
体
性
を
も
っ
て

露
で
き
ょ
う
よ
犬
を
ζ

ら

す
こ
と
#
条
件
に
質
成
。
し
か

し
、
市
大
事
件
だ
か
ら
と
い
っ

て
険
察
宵
が
出
席
し
た
り
、
身

柄
拘
束
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

解
決
す
る
の
か
?

も
た
ち
と
直
接
関
わ
っ
て
い
る

人
た
ち
宇
山
パ
ネ
リ
ス
ト
に
話
し

角
い
が
行
わ
れ
た
。

(第3種郵便物認可)

家
裁
で
心
開
く

子

ど

も

た

ち

ない

不
登
校
の
字
ど
も
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
し
て
い
る
内
出
良
チ

さ
ん
は
、
何
か
の
事
情
で
学
校

に
行
さ
「
と
な
い
と
白
号
を
売

し
て
い
る
F
戸
忌
た
ち
を
、
親

と
学
校
が
力
室
男
せ
、
行
か

什
正
う
と
窃
力
し
て
い
る
現
状

を
語
る
。
「
h

山
市
イ
校
が
す
べ
て
“

と
追
い
つ
め
ら
れ
る
中
で
、
子

ど
も
が
事
件
を
起
こ
し
て
い

る
」
迄
固
い
、

「恨
本
的
問
庖

争
議
し
た
ま
ま
、

hz年
法
の
改

革
が
解
決
に
な
る
と
は
思
え
な

危古t

第 1199号

少年法

第 1199号

み九なのへージです 書いたいことや、四らせたい
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い
か
」
と
心
配
す
る
。

家
裁
の
少
年
係
問
調
丘
官
・
4
寸

尾
絢
彦
さ
ん
は
、
「
少
年
審
判

に
嬰
告
が
立
ち
会
一ヌ
」
い
う

が
、
そ
の
中
で
下
ど
も
は
自
分

の
問
題
字
国
分
の
言
葉
で
芯
れ

る
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
投
げ

か
け
る
。
「
検
密
官
と
付
添
人

の
対
審
構
造
が
羽
入
さ
れ
て

も
、
モ
の
か
け
ひ
き
に
f
T
Y
巳

宇
暴
き
込
ん
で
は
な
ら
な
い
。

信
頼
で
き
る
大
人
で
な
け
れ

ば
、
子
ど
も
は
本
当
の
乙
と
を

語
ら
な
い
。
裁
判
官
、
調
室

官
、
付
添
人
、
回
り
の
大
人
た

ち
が
悩
み
ぬ
く
こ
と
が
前
提

だ
」
と
間
厨
選
起
し
た
。

子
ど
も
の
自
立
支
援
施
設

(
鞄
議
院
)
で
長
く
働
い
て
き

ド
イ
ツ
か司P
ら
専
門
家
招
き

ン
ン
ボ

匝亘函

「
北
京
会
議
行
動
綱
領
」

に
沿
っ
て
、
日
本
で
は
「
男

女
共
同
容
画
2
0
0
0年
プ

ラ
ン
」
が
鎮
定
さ
れ
た
。
「
庖

用
均
等
法
」
も
凶
年
た
っ
て

改
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
H

日

本
の
男
女
半
等
度
“
は
国
際

的
に
見
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
?

働
く
女
性
た
ち
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ

イ
メ
ン
ズ

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
W
W
N
)」
が
中
心
と
な

り
、
男
会
半
世
伊
の
H

先
進
地

域
“
ド
イ
ツ
か
ら
2
人
の
専

門
家
、
学
者
也
市
」
招
き
、
欧
州

の
状
視
宇
品
聞
き
、
真
の
男
女

平
等
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
7
月
に
福
岡
、
↑
人
阪
、

市
王
国
阜
で
開
か
れ
る
。

こ
れ
は
、
昨
年
9
月
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
の
I
L
Oに、

w

w
Nの
メ
ン
バ
ー
、
男
女
法

別
白
金
訴
訟
を
蒜
F

え
て
い
る

住
友
三
社
の
以
告
や
弁
讃

上
、
学
占
ら
が
訴
え
に
に
け
っ

た
と
き
話
が
川
、
こ
の
ほ
と

実
現
の
迎
ぴ
と
な
っ
た
。

来
日
す
る
の
は
ウ
ル
ス
ラ

.
ル
ス
ト
・
プ
レ
l
，A
ン
大

学
教
面
目
、
ハ
ン
ナ

・
シ
ヨ
ツ

稿
用
紙
2
枚
く
ら
い
に
ま
と

め
、
提
案
の
デ
I
マ
、
タ
イ

ト
ル
、
郵
便
訴
培
、
住
所
、

氏
名
、
巾
山
話
需
サ
、
年
齢
、

男女雇用の平等を推進
するアイデ ィア を 1

東京都女性労働係

応
募
期
間
は
、

7
月
幻
口

(
当
日
梢
副
有
効
)
ま
で
。

応
募
資
揺
は
、
都
内
に
在

住
、
夜
勤
ま
た
は
在
学
を
し

て
い
る
人
(
公
務
員
は
除

〈
)
、現
住
働
い
て
い
な
い
人

も
応
募
で
き
る
。

窃
世
り
れ
た
提
案
を
選
出

し
、
専
門
家
の
コ
メ
ン
ト
を

添
え
、
同
叫
築
相
出
を
ロ
月
頃
に

出
す
4
J
定
。
掲
献
提
案
占
に

は
記
念
品
を
贈
る
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

一寸

1
6
3
8
0
0
l新

宿
区
西
新
宿
2

8

l

市
出
京
都
労
働
経
済
局
労
政
部

掛
川
働
組
合
課
女
性
労
働
係

回

ω
・5
3
2
0
・4
6
4

9

図

ω
・5
3
8
8
・1

4
5
20
 

わが家にDVDプレーヤーが来た!
(しかも最新モデル)

DVD初来!お手持ちのテレビにつなぐだけで迫力の3Dサウンド!

ご康量のテレビにつなぐだけで，3Dの立体育・が癒しめる「スベシャライザー」をDVDに初11..畠たかも・Eに6つのスピー

カーがあるかのような.簡場・あふれるサウンドです.<つ曹り際立つボーカル膏帯、白銀で広がりの晶る音健在ご体鵬下さい.

女を、微妙にする香り

ellたいシーンを膏阜〈キャッチ.世遣で
便利な 『ジョタ曹イヤル晶シャトルリン~J

議筒
~ ~個個同開曲目治川棚田町{酬}細川I~:，..~-...t:例IHングレー

みんなのために、新畳場!

-人祖の褒情・・かい宜宇など見たい・骨壷

約4惜に甚大、OVOI目・「見どころ:X-.l.J
eHI.FIマルチ膏書に対底.古車ざまな

漏膏プレイが醸しめる rovoカラオケJ

ρ州;.，

~1iII富田開

" ~""'，l~[.・..

書記と呼ばれた.J:l..¥、E!ieの物語その袴!ie伝説
からよみがえった沙裂花の喬旬、SASO

心を微妙にゆらす、神格的4:1ヰりのJJ

ま味調味料」

減塩に色役立つ
うま味調喋科

小冊子「なるほど!
プレゼント。

8mf 5.900円

JHIJEIDO 

ハルファム 0・・ 0・・初mI11，900円

‘，. v .. 

日本うま昧淘味料箇会
子10崎 U"'中央区八了樋3TII7・7毎原因ヒル 写ω受話，.，ま渇 FAX03まあH371
日奪"味.険料箇会"味の"'側..フーズ側鎗網実耐エ.働..因調書&ェ・e剣ヤマザ・a側側厳選で鶴...れていaす

「うま味って何むという疑問から

「おいしい使い方のアドバイス」まで、

うま味調味料をめぐる

楽 しい知識が結まった

小冊子「なるほど/うま味閥味料」

(全18頁)を、ご希認の方にもれなく

プレゼントいたしま1九

ハガキに住所、氏名、職業、

電話番号、こ・覧になった新聞名を

ご記入のうえ、

日本うま味調味料協会まで

お送りください。
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-・・・・-1主主

凶
日
本
損
害
保
険
協
会
と
外

国
損
害
保
険
協
会
は
、
六
、
七

月
の
二
か
月
間
、
「
部
品
補
修

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
「
リ
サ
イ

ク
ル
部
品
活
用
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
中
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
自
動

車
部
品
の
中
で
損
傷
頻
度
の
高

い
、
樹
脂
パ
ン
パ

l
、
フ
ー
ド

(
ボ
ン
ネ
ッ
ト
)
、
フ
ロ
ン
ト
フ

ェ
ン
ダ
l
、
ド
ア
の
補
修
促
進

-:9:. (第3種郵便物認可)

梅
雨
時
に
な
る
と
体
調
を

全
国
に
広
め
た
い

「
人
形
に
な
っ
た
よ
う
子
ち
ゃ
ん
」

原
爆
で

5
人
の
子
を
失
っ
た
夫
妻
の
物
語

作ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
朗
読
劇
u

原
爆
の
悲
惨
を
訴
え
平
和
を

説
く
か
八
月
の
ド
ラ
マ
“
の
定

番
と
い
-
へ
は
地
人
会
の
「
こ
の

子
ら
の
夏
」
だ
が
、
も
う
ひ
つ

の
η

夏
の
平
和
劇
“
に
し
よ
う

と
燃
え
て
い
る
の
が
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
プ
引
の
「
人
形
に
な
っ
た

よ
う
子
ち
ゃ
ん
」
だ
。

こ
れ
は
、
長
崎
の
原
爆
で
五

人
の
子
を
失
っ
た
蔵
満
良
雄
さ

ん
夫
妻
(
埼
玉
県
在
住
)
の
実

話
を
η

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
朗

読
劇
H

に
し
た
も
の
昨
年
、
埼

玉
、
千
葉
、

金
沢
等
で
講
積
、

感
動
を
よ
ん
だ
。

一
年
限
り
の
公
演
で
は
勿
体

な
い
、

二
十
一
世
紀
ま
で
、
ヒ

ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
心
を
伝

え
る
仕
事
と
し
て
毎
年
必
ず
演

じ
る
劇
に
し
た
い
と
考
え
た
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
引
の
メ
ン
バ
ー

は
と
演
を
す
す
め
る
運
動
を
つ

づ
け
、
今
夏
は
沖
縄
(
七
月
三

十
一
日
沖
縄
市

・
沖
縄
市
民
劇

場
「
あ
し
び
な
l
」
ト
四
時
、

卜
九
時
。
八
月
二
日
与
那
原
町

に
取
り
組
み
、
補
修
の
定
者
を

目
指
す
と
と
も
に
、
補
修
に
よ

る
消
間
者
の
経
済
的
負
担
軽
減

き
に
、
「
あ
な
た
の
愛
車
に
小

さ
な
キ
ズ
や
へ
こ
み
が
で
き
た

と
き
、
整
備
工
場
で
『
ハ
む
で

消
費
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

目
指
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

も
目
指
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
テ

レ
ホ
ン
カ
l
ド
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
た
る
ク
イ
ズ
を
実
施
。
は
が

z
u
u
zイ

崩
す
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

き
ま
す
か
?
』
の
一
言
を
!
」

の

(δ
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
4

文
字
を
占
き
、
郵
便
番
号

・
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
性

こ
ん
な
時
こ
そ
、
し
っ
か
り
と

栄
養
を
摂
り
、
夏
に
備
え
ま
し

ょ
う
。
鮮
や
か
な
緑
色
の
そ
ら

η
豆
は
、
見
る
だ
け
で
食
欲
伊
そ

民

そ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
に
取

れ
る
そ
ら
豆
は
、
昨
年
植
え
つ

け
た
も
の
で
、
厳
し
い
冬
に
耐

え
て
収
穫
さ
れ
ま
す
。
し
っ
か

練習中の加藤麻衣子と山下モモちゃん

-
与
那
原
社
会
福
枇
セ
ン
タ

ー
、
十
五
時
)
公
演
と
、
首
都

圏
で
は
長
崎
原
爆
の
日
の
九
日

に
浦
和
市
崎
玉
会
館
小
ホ
l
ル

(
卜
六
時
開
演
)
が
決
ま
っ

た
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
引
で

は
、
も
っ
と
も
っ
と
上
演
活
動

を
つ
づ
け
、
全
国
に
広
め
た
い

と
書
っ
て
い
る
。

蔵
満
良
雄
、
モ
タ
工
夫
妻
は

爆
心
地
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
と
い

う
至
近
地
に
住
ん
で
い
た
。
家

で
留
守
番
を
し
て
い
た
よ
う
下

ち
ゃ
ん
(
十
歳
)
を
頭
に
五
人

の
子
は
、
迎
体
さ
え
み
つ
か
ら

ず
、
よ
う
や
く
足
ら
し
い
借
を

一
つ
見
つ
け
た
が
、
成
満
さ
ん

が
す
く
い
あ
げ
ょ
っ
と
す
る

と
、
白
い
灰
と
な
っ
て
さ
ら
さ

ら
く
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

以
来
、
モ
タ
エ
さ
ん
は
狂
っ
た

よ
う
に
な
り
、
食
事
も
取
ら
ず

一言
葉
も
出
な
く
な
っ
た
。
立
ち

直
ら
せ
た
の
は
、
ょ
う
子
ち
ゃ

ん
の
友
達
の
持
っ
て
き
た
市
松

人
形
だ
っ
た
。
疎
開
す
る
友
達

に
ょ
う
子
ち
ゃ
ん
は
モ
タ
エ
さ

ん
に
買
っ
て
も
ら
い
大
事
に
し

て
い
た
市
松
人
形
を
あ
げ
た
の

だ
っ
た
。
人
形
を
モ
タ
エ
さ
ん

に
持
た
せ
る
と
、
子
守
歌
を
う

た
い
だ
し
、
正
気
を
と
り
も
ど

し
た
の
だ
。
以
来
、
二
人
は
、

子
ど
も
を
し
の
び
、
非
犠
・

平

別
、
年
齢
、
軍
話
番
号
、
職
業

(
会
社
員

・
公
務
員

・
損
保
代

埋
居

・
自
動
宅
修
理
・
強
備
、

自
営
業
、
学
生
、
主
婦
、
無

職
、
そ
の
他
の
い
ず
れ
か
)
を

明
記
、

一T
1
0
1
1
8
7
9
9

東
京
都
神
田
郵
便
局
局
留
凶

日
本
損
害
保
険
協
会
「
部
品
補

修
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

N
R係。

八
月
卜
五
日
以
1

日
間
印
行

効。

111 

り
と
し
た
豆
は
、
そ
の
ま
ま
ゆ

で
て
も
お
い
し
い
の
で
す
が
、

今
回
は
ソ
ス
に
し
て
食
べ
る

工
夫
を
し
て
み
ま
し
た
。
生
ク

リ
ー
ム
の
乳
臭
さ
が
、
そ
ら
豆

の
風
味
砂
損
な
わ
な
い
よ
う
ク

ロ
l
プ
と
ナ

y
メ
グ
を
使
い
ま

す
。
ク
ロ
l
ブ
は
ホ
ウ
ル
の
ま

時
粥

Mv
物
酔
い
の
欝
応
急
使
わ
拠
て
い
る

ク
回
目
ブ

第 1199号

和
を
願
い
つ
つ
、
毎
年
一
体
ず

つ
人
形
を
買
い
求
め
た
。
人
形

は
五
十
体
以
と
に
な
っ
て
い
る

劇
は
朗
読
を
軸
に
、
之
屑
、

映
像
、
官
閏
楽
(
し
の
笛
の
生
演

奏
)
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の

で
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
朗
読

劇
と
名
づ
け
て
い
る
。
脚
本
・

演
出

・
林
雅
行
。
出
演
は
、
昨

年
か
ら
の
加
藤
麻
衣
子
(
母

親
)
、
進
藤
静
義
(
父
親
)
、
小
野

さ
ゆ
り
(
し
の
笛
、
リ
コ
ー
ダ

l
)
の
ほ
か
、
ょ
う
子
ち
ゃ
ん

役
を
同
じ
年
齢
、
小
学
校
五
年

生
の
山
下
モ
モ
ち
ゃ
ん
が
演
じ

る。
モ
モ
ち
ゃ
ん
は
、
埼
玉
県
在

住
、
祖
父
は
広
島
で
、
祖
母
は

長
崎
で
被
爆
。
蔵
満
夫
妻
と
同

じ
崎
玉
県
原
爆
被
害
者
協
議
会

の
会
民
。
祖
父
母
の
思
い
を
舞

台
で
表
現
し
よ
う
と
、
い
ま
懸

命
に
諸
古
に
う
ち
こ
ん
で
い

る
。
「
戯
満
さ
ん
か
ら
、
ょ
う

子
ち
ゃ
ん
は
し
っ
か
り
し
た
子

だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
、
ょ
う

子
ち
ゃ
ん
が
夢
の
中
に
あ
ら
わ

れ
蔵
満
さ
ん
た
ち
を
励
ま
す
シ

ー
ン
は
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
と

思
う
の
で
、
大
切
に
演
じ
た

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

埼
玉
会
館
の
入
場
料
は
一
般

二
千
五
百
円
、
高
校
生
以
下
二

千
円
。
聞
い
《
わ
せ

・
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
引
田

ω・
3
2
2
6

:
3
2
9
0
 

一一一-一-一一一三一一一一一一一一一一一一一一一

出
か
け
て

6 

月

V
江
戸
の
女
性
展

春
信
の
美
人
画

6
月
初
日
制
ま
で
と
7
月
l

口
同
1
お
U
附
杏
信
、
歌
麿
、

広
重
、
国
万
ほ
か

2
5
0点

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
」

夫
・
恋
人
か
ら
の
暴
力

.
を
な
く
す
た
め
に

「
夫
(
恋
人
)
か
ら
の
暴
力
」

調
査
研
究
会
著

「
自
立
す
る
老

後
の
た
め
に
」

高
見
津
た
か
子
著

~(~~l 
省酔

父
親
と
の
同
居
の
経
験
を
も

っ
著
者
が
、
円
本
の
老
親
を
支

「
イ
メ
ー
ジ
で
読

む
源
氏
物
語
H
」

田
中
順
子
、
芦
部
寿
江
箸

日
山
川
九
回

九一
物
検

J

，氏

d
F
民
M
小

こ
の
た
び
山
川
版
の
『
イ
メ
l

大
人
9
0
0円
太
田
記
念

美
術
館
(
原
宿
駅
)
回

ω
・
3

A斗
ハ
U
q
u

・nunδ
口

6
n
u

'v東
山
魁
夷
展

訂
日
凶
i
8月
2
日
例
目
時

1
同
時
※
月
曜
休
館

(
7月
別

日
開
館
、
幻
自
休
館
)
千
葉

市
美
術
館
「
残
照
」
(
昭
泣
)

に
始
ま
る
東
山
芸
術
の
確
立
期

の
作
品
伊
網
羅
、
ま
た
殆
ど
展

示
さ
れ
る
と
と
の
な
か
っ
た
戦

前
期
の
作
品
を
発
掘
。
全
1
2

ク
ロ
l
ブ
は
、
釘
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
る
の
で
、
和

名
で
丁
字
と
呼
ば
れ
ま
す
。

ス
パ
イ
ス
と
し
て
使
う
時

は
、
そ
の
ま
ま
加
え
た
り
、

野
菜
や
肉
な
ど
に
直
接
刺
し

て
使
い
ま
す
。
日
本
人
に

は
、
な
じ
み
の
あ
る
香
り

③
、
ナ

y
メ
グ
、
ク
ロ
!
ブ

を
入
れ
濃
度
が
出
て
と
ろ
り

と
し
た
ら
、
生
ク
リ
ー
ム
を

加
え
、
塩
、
胡
楓
(
分
ほ

外
)
で
味
を
と
と
の
え
、
ソ

ー
ス
に
す
る
(
ク
ロ
l
ブ
は

取
り
出
す
)
。

⑤
皿
に
そ
ら
豆
の
ソ
l
ス

を
丸
く
敷
き
、
そ
の
上
に
焼

い
た
魚
を
の
せ
、
赤
ピ
ー
マ

ン
を
添
》
え
て
彩
り
に
す
る
。

(
資
料
提
供

・
ラ
イ
オ
ン

側
食
品
研
究
所
/
料
理
指
導

.
園
田
じ
口
子
)

で
、
髭
(
ぴ
ん
)
付
け
油

の
香
料
、
乗
り
物
酔
い
の

葉
、
ト
ン
カ
ツ
ソ
i
ス
な

ど
の
調
味
料
に
使
わ
れ
て

「
天
(
恋
人
)
か
ら
の
暴

刈
」
調
査
研
究
会
は
、
研
究

者
、
弁
護
士
ら
七
人
の
グ
ル
ー

プ
で
、
一
九
九
三
年
日
本
で
は

じ
め
て
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
の
調
査
を
し
、
そ

れ
ま
で
日
本
で
は
「
な
い
」
な

ど
と
一言
わ
れ
て
い
た
夫
か
ら
の

暴
力
を
明
る
み
に
出
し
た
。

え
る
家
族
の
例
や
、
ベ
ル
ギ
ー

や
オ
ラ
ン
ダ
の
介
護
の
支
援
体

制
な
ど
を
語
り
、
わ
が
老
い
の

日
々
を
ど
っ
暮
ら
す
か
を
読
者

に
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
る
。

日
本
で
は
既
婚
女
性
の
、
夫

の
親
と
同
居
す
る
率
が
高
く
、

同
居
の
理
由
も
「
長
男
(
長
女
)

の
義
務
だ
か
ら
」
と
一言
う
人
が

し
ハ
O
%
と
多
い
。
老
い
た
ら
子

ど
も
の
世
話
に
な
る
と
い
う
親

ジ
で
読
む
源
氏
物
語
H
』
に
は

帯
木
の
続
き
と
空
蝉

・
夕
顔
の

巻
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

共
著
者
二
人
は
、
安
易
な
口

語
訳
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
い
ま

し
め
あ
い
な
が
ら
、
原
文
の
味

わ
い
伊
損
な
わ
ず
案
内
す
る
こ

と
を
心
が
け
た
と
い
う
。
「
で

き
る
限
的
読
み
の
正
確
さ
を
期

し
、
抜
き
差
し
な
ら
な
い
乙
と

7
点
を
公
開
。

7
月
4
日
凶
、

初
日
間
は
時
か
ら
講
演
会
、
お

臼
凶
H
時
は
コ
ン
サ
ー
ト
一

般
1
0
0
0円
、
大
高
生
7
0

0
円
、
中
小
生
3
0
0円
※
団

体
割
引
街
問
合
せ
:
ハ
ロ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
回
0
4
3
・
2
2
7

・

口

6
a
u
n
u
n
U「

秋
期
」

材料 (4人分)

すずき 4切れ、場少々、胡槻小さじ
16、小麦粉適宜、オリープ油大さじ l、
そら豆(さやっき)400 g 、ブイヨン(市
販品を水溶き)30cc、バター大さじ 3、
生クリーム50cc、ナYメグ小さじ1/10、
クロープ(ホウル)1粒、赤ピーマン l個

ま
で
使
う
の
が
こ
つ
で
す
。

《
自
身
魚
の
そ
ら
豆
ソ
l
ス

添
え
》【作
り
方
】

①
す
ず
き
は
、
堀
、
問
問
楓
で

下
味
を
つ
け
、
小
麦
粉
歩
ま
ぶ

し
て
こ
ん
が
り
焼
く
。

②
そ
ら
豆
は
さ
や
か
ら
出

し、

5
j
6分
ゆ
で
て
皮
を
と

る
。
赤
ピ
ー
マ
ン
は
、
輪
切
り

に
し
て
さ
っ
と
妙
め
て
お
く
。

す
③
そ
ら
豆
、
ブ
イ
ヨ
ン
を
フ

ミ

持

l
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
か
け
、

/

だ

胞

(
ζ
)
す。

d
内
④
鍋
に
バ
タ
1
9橋
か
し
、

d

でスソよ寸'b
 
らめよ

寸
'のり香の夏初

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
室

内
芳
香
用
の
飾
り
と
し

て
、
オ
レ
ン
ジ
の
果
皮
部

全
体
に
ク
ロ
l
ブ
を
刺
し

て
作
る
「
オ
レ
ン
ジ
グ
ロ

ー
ブ
ボ
ー
ル
(
ポ
マ
ン
ダ

1
)」
が
、
若
い
人
達
に
人

気
で
す
。

本
書
の
前
半
は
こ
の
調
査
で

明
ら
か
に
な
っ
た
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
実
態

と
本
質
で
あ
る
。
こ
の
現
実
は

す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、

本
苫
で
く
わ
し
く
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
記
さ
れ
た
ナ
マ
の
声
に
よ

る
実
態
の
凄
ま
じ
さ
に
は
息
を

呑
む
。
「
体
調
が
悪
く
寝
て
い

る
と
、
タ
醸
の
支
度
が
出
来
て

な
い
と
殴
る
、
蹴
る
:
・
左
顎
骨

折
、
肋
骨
三
本
骨
折
、
脊
骨
も

損
傷
、
こ
れ
は
一
生
な
お
ら
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
」

E
t
c
o

世
代
の
意
識
ば
か
り
で
な
く
、

住
聞
の
目
を
気
に
す
る
「
い
い

嫁
」
意
識
が
他
か
ら
の
協
力
を

受
け
い
れ
に
く
く
し
て
い
る
。

ベ
ル
ギ
ー
で
も
六
十
五
歳
以

上
の
人
口
が
二
ハ
%
を
超
え
、

超
高
齢
化
は
共
通
の
問
題
だ

が
、
個
人
を
基
本
と
す
る
社
会

で
は
老
い
て
も
子
，
と
も
に
頼
ら

な
い
社
会
的
合
意
が
で
き
て
い

て
、
そ
の
こ
と
が
公
的
福
祉
の

ば
を
探
す
」
努
力
が
実
っ
て
、

一読
し
た
時
の
ぼ
ん
や
り
今し
た

像
が
、
こ
と
ば
の
解
釈
を
知
っ

た
後
で
、
は
っ
き
り
し
た
映
像

と
な
っ
て
立
ち
上
が
っ
て
く

る
。
自
で
見
た
よ
う
に
情
景
ま

で
が
浮
か
び
、
映
画
や
芝
居
に

し
た
い
人
達
の
気
持
ち
が
よ
く

わ
か
る
。
こ
と
に
、
源
氏
十
七
歳
の
頃

7 

月

V
租
寿
玉
|
韓
国
舞
踏
公
演

「
現
か
ら
彼
方
へ
」

2
日
同
日
時
加
分
、
問
時

東
京
芸
術
劇
場

(
J
R
・
池
袋

駅
西
口
す
ぐ
)
在
日
韓
国
人

初
の
韓
国
の
人
間
国
宝
に
な
っ

吃
噌
寿
玉
の
日
本
初
仏
向
調
ム

僧
舞
、
玄
琴
散
調
、
即
興
舞

な
ど
前
売
4
0
0
0円
(
当

日
4
5
0
0円
)
日
全
席
指
定

予
約

・
盟
号
:
・
リ
ユ
内
自

n
u
q
u
n
u
-
A刊
に

u
n
L

・'
i
R
U門
t
Q
U

V
世
界
の
絵
本
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
展

2
日
開
1
8月
4
日
凶
叩
時

1
同
時
※
水
曜
休
館

T
S

S
東
京
ガ
ス
新
宿
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
2
F
T
S
Sプ
ラ
ザ
(
新
宿

駅
南
口
日
分
)
ア
ジ
ア
、
太

平
洋
地
域
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
な
ど
の
叩
カ
国
で
活

躍
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

作
品
加
点
を
国
別
に
展
示
無

制

主

催
:
・
同
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

固

ω
・5
3
8
1

・6
0
0
0

yr 
「
驚
き
の
町
」
日
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
パ
ッ
ク

V
こ
ど
も
た
ち
の
絵
手
紙

「
小
っ
ち
ゃ
な
力
持
ち
」
展

2
日
同
1
剖
白
川
内
叩
時
1
同

時
※
水
阻
休
館
テ
ィ

l
・
ス

リ
l
立
川
ギ
ャ
ラ
リ
ー

(
J
R

し
か
し
こ
の
本
で
議
論
を
呼

ぶ
の
は
第
三
章
以
降
の
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を

生
み
出
す
構
造
と
そ
れ
を
変
革

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
諭

だ
ろ
'
っ
。

婚
姻
制
度
自
体
が
差
別
の
構

造
で
あ
り
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
土
壌
で
あ

る
と
断
じ
、
い
た
ず
ら
に
結
婚

に
対
し
パ
ラ
色
の
幻
想
を
ふ
り

ま
き
、
地
獄
の
事
態
が
起
こ
っ

て
も
、
女
に
耐
え
ろ
と
説
く
社

会
の
シ
ス
テ
ム
を
怒
り
を
も
っ

み
な
ら
ず
非
営
利
の
民
間
支
援

組
織
を
育
て
て
も
き
た
、
と
わ

か
る
。オ
ラ
ン
ダ
は
国
民
の
四
割
強

が
「
年
金
が
適
切
」
と
考
え
て

い
て
、
老
後
の
生
活
が
で
き
る

年
金
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
高

齢
者
と
の
同
居
率
も
五
割
の
日

本
と
比
べ
て
一
割
弱
と
低
い
。

一
人
に
な
っ
た
ら
子
ど
も
家
族

と
睦
ら
す
と
い
う
発
想
は
な
い

の
、
夕
顔
の
花
が
き
っ
か
け
に

な
る
女
と
の
恋
の
い
き
さ
つ
な

ど
、
た
だ
は
か
な
い
だ
け
で
な

か
っ
た
夕
顔
像
の
発
見
と
共

に
、
源
氏
の
若
々
し
い
一
途
さ

が
魅
力
的
で
、
源
氏
の
世
界
の

醍
醐
味
に
ひ
た
れ
る
。

省
か
れ
て
い
る
主
語
は
自
ず

と
わ
か
っ
て
き
て
も
、
や
り
と

り
さ
れ
る
歌
の
背
景
の
意
味
ま

-
立
川
駅
北
口
5
分
)

い

ま
、
静
か
司
フ
l
ム
と
な
っ
て

い
る
絵
手
紙
。
日
本
絵
手
紙
協

会
の
協
力
を
得
、
全
国
か
ら
選

ば
れ
た
5
名
の
こ
ど
も
た
ち
の

作
品
約
叩
点
を
展
示
無
料

問
合
せ
・・
・
問
ギ
ャ
ラ
リ
ー
回
0

4
2
・5
2
6
・3
8
7
0

V
「イ
ル
力
の
棲
む
島
1
小

笠
原
の
自
然
」
展
1
自
然
写
真

家
・
宇
津
孝
の
と
ら
え
た
東
京

亙
熱
帯

1

2
日
同
imμ
白
川
内
川
時
1
日

時
※
水
曜
休
館
テ
ィ

l
・
ス

リ
l
横
須
賀
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
京

急
・
横
須
賀
中
央
駅
3
分
)

小
笠
原
の
自
然
を
紹
介
す
る
写

真
パ
ネ
ル
な
ど
無
料
問
合

せ
・
テ
ィ

l
・
ス
リ
l
横
須
賀

田
0
4
6
8
・
お

・
3
8
5
3

小
笠
原
の
バ
ン
ド
ウ
イ
ル

力
H
宇
津
孝
撮
影

V
生
活
工
房
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
「
卜
|
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

亡
批
判
し
て
い
る
。

婚
姻
制
度
そ
の
も
の
を
根
本

的
に
解
体
す
べ
き
か
、
と
り
あ

え
ず
社
会
通
念
を
変
え
る
(
妥

を
所
有
物
と
み
る
考
え
の
根

絶
、
夫
婦
問
の
暴
力
も
公
に
し

法
的
に
制
裁
す
る
、
被
宮
者
救

済
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む

e
t

C
)

連
覇
を
す
す
め
る
ζ
と
で

解
決
の
道
に
な
る
の
か
、
も
う

一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
思
い
き
っ
た
問
題

提
起
で
あ
る
。
(
枝
)
(
有
斐
閣

本
体
千
五
百
円
)

が
、
義
務
で
な
い
だ
け
か
え
っ

亡
親
密
に
、
家
族
が
高
齢
者
の

面
倒
を
み
て
い
る
と
い
う
。

「
臼
分
が
倒
れ
た
と
き
に
、
愛

す
る
者
た
ち
に
汁
謹
の
重
労
働

と
精
神
的
負
担
を
強
い
ず
に
住

む
と
い
う
安
心
感
」
が
得
ら
れ

る
、
医
療
と
福
祉
の
有
機
的
な

シ
ス
テ
ム
を
、
日
本
で
も
作
り

た
い
と
思
わ
せ
る
本
。
(
陽
)
(品

文
社
本
体
H
二
千
主
百
円
)

で
は
容
易
に
読
み
解
け
な
い
。

だ
が
過
不
足
な
く
つ
け
ら
れ
て

い
る
読
み
に
助
け
ら
れ
、
納
得

が
得
ら
れ
る
。
美
し
い
原
文
に

想
像
力
を
か
き
た
て
ら
れ
る
本

苫
は
、
「
わ
か
っ
た
よ
う
で
わ

か
ら
な
い
」
口
語
訳
に
物
足
り

な
さ
を
覚
え
る
人
に
、
特
に
お

す
す
め
で
あ
る
。
(
陽
)
(
一
室

書
房
本
体
一
一
千
五
百
円
)

作
品
展
1
好
き
で
す

ナ
ル
カ
ン
ト
リ
ー
」

3
日
幽
1
8日
附
9
時
1
幻

時
(
日
曜
げ
時
、
最
終
日
目

時
)
横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
生
活
工
房
2
F
(戸
塚
駅
7

分
)
マ
ミ
ニ
体
験
7
月
4
日

凶
叩
時
、

日

時

問
合
せ
・
:
回

0
4
2
7
・
制
・
4
5
9
5

(
大
西
)

V
は
せ
み
つ
こ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス

K
O
T
O
B
A
C
R
O

B
A
T
mm 

日
日
制
問
時
、
日
日

ω
u

時
、
凶
時
、
ロ
白
川
M
時
、
新

国
立
劇
場
小
劇
場
(
京
王
新
線

初
台
駅
l
分
)
愛
の
ア
ン
ソ

ロ
ジ
l
、
交
響
曲
の
ソ
ロ
プ
レ

イ
、
こ
と
ば
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト

4
0
0
0円
(
全
席
指
定
)

問
合
せ
・
・
・
ウ
リ
ポ
は
せ
カ
ン
パ

ニ
ー
回
&
阻

ω・
3
3
3
2
・

1
2
5
5、
申
込
み
・
チ
ケ
ッ

ト
び
あ
圃

ω・
5
2
3
7
・
9

9
8
8ま
か

ー
日
1
本、

血
圧
が
高
め
の
方
に
。

仁ALP1S'O'

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ビ
ニ
護
局
集
庖
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

希
望
小
売
価
待
問
問
(
税
制
)

-
お
問
ム
ロ
わ
せ
は
、
お
客
織
欄
議
室
へ
。

0
3
l
3
7
8
0
2
1
2
7

~s"h~ 

ナ
シ
ヨ
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